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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第174期

第２四半期連結
累計期間

第175期
第２四半期連結
累計期間

第174期

会計期間
自平成23年４月１日
至平成23年９月30日

自平成24年４月１日
至平成24年９月30日

自平成23年４月１日
至平成24年３月31日

売上高（百万円） 10,692 11,865 24,071

経常利益（百万円） 398 502 1,112

四半期（当期）純利益（百万円） 316 307 2,237

四半期包括利益又は包括利益

（百万円）
△402　 21　 1,278

純資産額（百万円） 10,944 12,518 12,624

総資産額（百万円） 24,797 25,384 27,001

１株当たり四半期（当期）純利益金

額（円）
2.52 2.45 17.85

自己資本比率（％） 43.7 48.9 46.4

営業活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
1,362 △936 1,551

投資活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△390 △242 572

財務活動によるキャッシュ・フロー

（百万円）
△1,025 △1,019 △2,106

現金及び現金同等物の四半期末（期

末）残高（百万円）
4,890 2,766 4,966

　

回次
第174期

第２四半期連結
会計期間

第175期
第２四半期連結
会計期間

会計期間
自平成23年７月１日
至平成23年９月30日

自平成24年７月１日
至平成24年９月30日

１株当たり四半期純利益金額（円） 2.08 1.72

  （注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

　　　　２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

　      ３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

　　　　４. 為替補填金については、従来、受取補償金に含めて営業外収益に計上しておりましたが、前第３四半期連結会計期

間より売上高に含めて計上する方法に変更したため、前第２四半期連結会計期間については、当該表示方法

の変更を反映した遡及修正後の数値を記載しております。

　

２【事業の内容】

　当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、第１四半期連結会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半

期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　　当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が

判断したものであります。

　（1）業績の状況

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要を背景として緩やかな回復基調

となりましたが、欧州の債務問題、中国など新興国の景気減速懸念、円高の長期化などにより、先行き不透明な状況

で推移いたしました。

　このような状況の下で、当社グループは、積極的な受注活動の展開、収益性の向上を目指した改善活動、効率的な

生産体制の構築を進めてまいりました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、工作機械、建機、建材が

増加したことにより、前年同四半期に比べ11.0％増の11,865百万円となりました。

　利益については、増収に伴う利益増などにより、営業利益は540百万円（前年同四半期比24.0％増）、経常利益は

502百万円（前年同四半期比26.1％増）となりましたが、特別損失に固定資産の減損損失、投資有価証券評価損な

どを計上した結果、四半期純利益は307百万円（前年同四半期比2.8％減）となりました。

　なお、セグメント別の業績は次のとおりであります。

①工作機械関連

  売上高は、電子機械は減少したものの、工作機械、空油圧機器が増加したため、工作機械関連全体では、6,269百万

円（前年同四半期比26.4％増）となりました。営業損益については、増収による利益増などにより、380百万円の営

業利益（前年同四半期比212.9％増）となりました。

②火器

　売上高は、国内、海外向けともに減少したため、火器全体では、2,363百万円（前年同四半期比10.0％減）となりま

した。営業損益については、減収などにより、47百万円の営業利益（前年同四半期比80.5％減）となりました。

③建機

　売上高は、清掃車両が増加したため、735百万円（前年同四半期比29.1％増）となりました。営業損益については、

増収による利益増などにより、51百万円の営業利益（前年同四半期比166.2％増）となりました。

④建材

　売上高は、防音サッシが増加したため、807百万円（前年同四半期比19.1％増）となりました。営業損益について

は、増収により赤字が縮小し、114百万円の営業損失（前年同四半期は207百万円の営業損失）となりました。

⑤不動産賃貸

　売上高は、173百万円（前年同四半期比2.7％減）となりました。営業損益は、143百万円の営業利益（前年同四半

期比5.6％減）となりました。

⑥国内販売子会社　

　売上高は、1,088百万円（前年同四半期比5.9％減）となりました。営業利益は、減収などにより、35百万円の営業

利益（前年同四半期比31.2％減）となりました。　

⑦その他

　売上高は、国内連結子会社などが減少したため、427百万円（前年同四半期比18.5％減）となりました。営業損益

については、減収などにより、４百万円の営業利益（前年同四半期比91.6％減）となりました。
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　（2）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）の期末残高は、2,766百万円

（前年同四半期比43.4％減）となりました。

　（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の営業活動による資金の減少は、936百万円（前年同四半期は1,362百万円の資金の増

加）となりました。これは、主として売上債権の増加額845百万円、たな卸資産の増加額409百万円による資金の減

少によるものであります。

　（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の投資活動による資金の減少は、242百万円（前年同四半期比38.0％減）となりまし

た。これは、主として投資有価証券の取得による支出375百万円によるものであります。

　（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　当第２四半期連結累計期間の財務活動による資金の減少は、1,019百万円（前年同四半期比0.6％減）となりまし

た。これは、主として長期借入金の返済による支出645百万円、社債償還による支出208百万円、配当金の支払額122

百万円によるものであります。

　（3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期連結累計期間において新たに発生した事業上及び財務上の対処すべき課題はありません。

　（4）研究開発活動

　当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、32百万円であります。

　なお、当第２四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　（5）経営の現状と見通し

　各セグメントの状況は次のとおりであります。 　　

（工作機械関連）

　　　　主力の専用工作機械は、自動車関連メーカー向けが増加したことなどにより、当第２四半期連結累計期間の受注高

は前年同四半期連結累計期間に比べ増加しました。今後についても、堅調に推移する見通しであります。 

　　　　汎用工作機械については、タイ洪水災害復旧需要により海外向けが増加したことなどにより、当第２四半期連結累

計期間の受注高は、前年同四半期連結累計期間に比べ増加しました。今後についても、堅調に推移する見通しであ

ります。

　　　　空油圧機器については、当第２四半期連結累計期間の受注高は、前年同四半期連結累計期間に比べ減少しました。今

後については、ほぼ横這いに推移する見通しであります。

　　　　電子機械については、当第２四半期連結累計期間の受注高は、前年同四半期連結累計期間と比べ減少しました。今後

については、ほぼ横這いに推移する見通しであります。

（火器）

　　　　当第２四半期連結累計期間の受注高は、防衛省向けが減少したものの、海外向け猟銃は増加したため、前年同四半期

連結累計期間に比べ増加しました。今後については、防衛省向けは増加しますが、海外向け猟銃は減少する見通し

であります。

　　　（建機）

　　　　当第２四半期連結累計期間の受注高は、清掃車両が減少したため、前年同四半期連結累計期間に比べ減少しました。

今後については、ほぼ横這いに推移する見通しであります。

（建材）

　　　　当第２四半期連結累計期間の受注高は、防衛省の基地周辺住宅向け防音サッシ工事の増加などにより、前年同四半

期連結累計期間に比べ増加しました。

  今後については、競争力のある防衛省向け防音サッシの販売を強化し、サッシ以外の付加価値の高い製品をシ

リーズ化していきたいと考えております。また、最少人員での生産効率化を追求していくことなどにより収益性

の向上を図っていく方針であります。

（不動産賃貸）

　ほぼ横這いで推移する見通しであります。

（国内販売子会社）　

　　　　当第２四半期連結累計期間の受注高は、前年同四半期連結累計期間に比べ減少しました。今後については、ほぼ横這

いに推移する見通しであります。

（その他）

　当第２四半期連結累計期間の受注高は、前年同四半期連結累計期間に比べ減少しました。今後については、ほぼ

横這いに推移する見通しであります。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 400,000,000

計 400,000,000

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間末現在
発行数（株）
（平成24年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年11月14日）

上場金融商品取引所名又
は登録認可金融商品取引
業協会名

内容

普通株式 125,481,348 125,481,348
東京・名古屋各証券取引

所市場第一部

単元株式数

1,000株　

計 125,481,348 125,481,348 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

  該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（千株）

発行済株式総
数残高
（千株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

－ 125,481 － 9,019 － －
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（６）【大株主の状況】

 平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（千株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

日本トラスティ・サービス信託銀

行株式会社
東京都中央区晴海一丁目８の１１ 9,622 7.66

日本生命保険相互会社 大阪市中央区今橋三丁目５の１２ 6,173 4.91

株式会社みずほコーポレート銀行 東京都千代田区丸の内一丁目３の３ 3,760 2.99

日本興亜損害保険株式会社 東京都千代田区霞が関三丁目７の３ 3,415 2.72

日本マスタートラスト信託銀行株

式会社
東京都港区浜松町二丁目１１の３ 3,105 2.47

STATE STREET BANK AND TRUST

COMPANY

（常任代理人　株式会社みずほ

コーポレート銀行決済営業部）　　

P.O.BOX 351 BOSTON MASSACHUSETTS  

02101 U.S.A.　

（東京都中央区月島四丁目１６の１３）　

2,934 2.33

株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 東京都千代田区丸の内二丁目７の１ 2,439 1.94

豊和工業協力グループ持株会 愛知県清須市須ケ口１９００の１ 2,237 1.78

三井住友信託銀行株式会社 東京都千代田区丸の内一丁目４の１ 2,176 1.73

豊和工業従業員持株会 愛知県清須市須ケ口１９００の１ 1,769 1.41

計 － 37,633 29.99

（注）１．所有株式数は千株未満を切り捨てて表示しております。

　　　２．上記の所有株式数のうち、信託業務に係る株式数は次のとおりであります。

　　　　　　日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社　　　9,622千株

　　　　　　日本マスタートラスト信託銀行株式会社　　　　　3,105千株

　　　　　　STATE STREET BANK AND TRUST COMPANY　　　　　 2,934千株

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 　 平成24年９月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等）
（自己保有株式）

普通株式　 　170,000
－ 単元株式数 1,000株　

完全議決権株式（その他） 普通株式 124,676,000 124,676 同上

単元未満株式 普通株式 　　635,348 － －

発行済株式総数 125,481,348 － －

総株主の議決権 － 124,676 －

　（注）1.「単元未満株式」欄の普通株式には、㈱永井鉄工所所有の相互保有株式500株、当社所有の自己株式403株が含ま

れております。

　　　　2.「完全議決権株式（その他）」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が2,000株（議決権２個）含まれ

ております。　
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②【自己株式等】

 平成24年９月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合

（％）

（自己保有株式）

豊和工業株式会社

愛知県清須市須ケ口

1900番地１
170,000 － 170,000 0.13

計 － 170,000 － 170,000 0.13

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 3,998 2,753

受取手形及び売掛金 ※2
 9,179

※2
 10,025

有価証券 1,953 699

商品及び製品 287 360

仕掛品 2,561 2,895

原材料及び貯蔵品 243 247

繰延税金資産 19 19

その他 193 177

貸倒引当金 △37 △34

流動資産合計 18,399 17,145

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,603 2,511

その他（純額） 1,946 1,722

有形固定資産合計 4,550 4,233

無形固定資産 22 24

投資その他の資産

投資有価証券 3,200 3,080

その他 1,008 1,081

貸倒引当金 △180 △180

投資その他の資産合計 4,028 3,980

固定資産合計 8,601 8,238

資産合計 27,001 25,384

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,441 4,411

短期借入金 1,381 1,110

1年内償還予定の社債 375 335

未払金 98 49

未払費用 869 715

未払法人税等 63 53

未払消費税等 103 65

賞与引当金 360 373

役員賞与引当金 6 3

その他 169 169

流動負債合計 7,869 7,287
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

固定負債

社債 622 455

長期借入金 777 402

繰延税金負債 434 281

退職給付引当金 3,942 3,742

環境安全対策引当金 124 124

資産除去債務 77 78

その他 529 494

固定負債合計 6,507 5,578

負債合計 14,376 12,865

純資産の部

株主資本

資本金 9,019 9,019

利益剰余金 2,759 2,941

自己株式 △17 △17

株主資本合計 11,761 11,944

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 759 464

繰延ヘッジ損益 △0 －

その他の包括利益累計額合計 759 464

少数株主持分 102 109

純資産合計 12,624 12,518

負債純資産合計 27,001 25,384
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

売上高 10,692 11,865

売上原価 8,797 9,805

売上総利益 1,894 2,060

販売費及び一般管理費 ※
 1,458

※
 1,519

営業利益 436 540

営業外収益

受取利息 1 0

受取配当金 81 57

助成金収入 9 －

雑収入 33 25

営業外収益合計 125 84

営業外費用

支払利息 48 23

遊休資産維持管理費用 30 26

デリバティブ評価損 4 －

雑損失 79 72

営業外費用合計 162 122

経常利益 398 502

特別利益

固定資産売却益 14 2

その他 0 0

特別利益合計 15 2

特別損失

固定資産売却損 0 －

固定資産処分損 1 0

減損損失 － 64

投資有価証券評価損 3 40

製品安全対策費用 43 28

特別損失合計 49 133

税金等調整前四半期純利益 364 371

法人税等 48 55

少数株主損益調整前四半期純利益 315 316

少数株主利益又は少数株主損失（△） △0 9

四半期純利益 316 307
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 315 316

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △728 △295

繰延ヘッジ損益 10 0

その他の包括利益合計 △717 △295

四半期包括利益 △402 21

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △401 11

少数株主に係る四半期包括利益 △0 9
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 364 371

減価償却費 365 312

減損損失 － 64

貸倒引当金の増減額（△は減少） △10 △2

賞与引当金の増減額（△は減少） △1 13

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △0 △3

退職給付引当金の増減額（△は減少） △144 △199

工事損失引当金の増減額（△は減少） △3 －

受取利息及び受取配当金 △82 △58

支払利息 48 23

デリバティブ評価損益（△は益） 4 －

投資有価証券評価損益（△は益） 3 40

為替差損益（△は益） 6 1

有形固定資産売却損益（△は益） △14 △2

有形固定資産処分損益（△は益） － △0

有形固定資産除却損 1 －

売上債権の増減額（△は増加） 329 △845

たな卸資産の増減額（△は増加） 93 △409

仕入債務の増減額（△は減少） 450 △29

未払消費税等の増減額（△は減少） △109 △37

その他の流動資産の増減額（△は増加） 5 14

その他の流動負債の増減額（△は減少） 112 △154

その他 △35 △13

小計 1,380 △915

利息及び配当金の受取額 82 58

利息の支払額 △45 △23

法人税等の支払額 △55 △56

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,362 △936

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △373 △523

定期預金の払戻による収入 370 820

有形固定資産の取得による支出 △111 △207

有形固定資産の売却による収入 21 116

無形固定資産の取得による支出 △2 △4

投資有価証券の取得による支出 △3 △375

投資有価証券の売却及び償還による収入 － 0

関係会社出資金の払込による支出 △79 △79

貸付けによる支出 △200 －

その他 △12 10

投資活動によるキャッシュ・フロー △390 △242
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間
(自　平成23年４月１日
　至　平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成24年４月１日
　至　平成24年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △250 －

長期借入れによる収入 200 －

長期借入金の返済による支出 △1,115 △645

社債の発行による収入 390 －

社債の償還による支出 △203 △208

配当金の支払額 △0 △122

少数株主への配当金の支払額 △9 △2

リース債務の返済による支出 △37 △41

自己株式の取得による支出 △0 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,025 △1,019

現金及び現金同等物に係る換算差額 △6 △1

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △60 △2,200

現金及び現金同等物の期首残高 4,951 4,966

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 4,890

※
 2,766
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【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

 

【会計方針の変更等】

（減価償却方法の変更）

　当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。

　これに伴う当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響は軽微

であります。

 

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

（税金費用の計算）

　税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

　ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税率

を使用する方法によっております。　

　

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

　１.受取手形裏書譲渡高
　

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形裏書譲渡高 1,013百万円 1,236百万円

　

※２.四半期連結会計期間末日満期手形

　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理をしております。なお、当四

半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形が四半期連結会計期

間末日残高に含まれております。

　
前連結会計年度

（平成24年３月31日）
当第２四半期連結会計期間
（平成24年９月30日）

受取手形 93百万円 1,271百万円

受取手形裏書譲渡高 170 345

計 264 1,616

　

（四半期連結損益計算書関係）

※  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

賃金給料 436百万円 442百万円

賞与引当金繰入額 66 101

退職給付費用 55 49

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は下記のと

おりであります。

  
前第２四半期連結累計期間
（自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日）

現金及び預金勘定 3,115百万円 2,753百万円

有価証券 2,302 699

預入期間が３か月を超える定期預金 △527 △687

現金及び現金同等物 4,890 2,766

　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自　平成23年４月１日　至　平成23年９月30日）

配当金支払額
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  該当事項はありません。

 　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自　平成24年４月１日　至　平成24年９月30日）

配当金支払額

（決　議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）　

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年６月27日

定時株主総会
普通株式 125 1  平成24年３月31日 平成24年６月28日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第２四半期連結累計期間（自平成23年４月１日 至平成23年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合　計
調整額
（注）２

四半期連
結損益計
算書
計上額
（注）３

工作機械
関連

火　器 建　機 建　材
不動産　
賃貸

国内販売
子会社

計

売上高            

外部顧客への

売上高
4,9582,625569 678 1781,15610,16752410,692 － 10,692

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

155 3 1 － 6 128 295 324 619 △619 －

計 5,1142,629570 678 1851,28510,46384811,312△61910,692

セグメント利益

又は損失（△）
121 241 19 △207 152 52 378 56 435 0 436

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社中日運送㈱等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去０百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益又は損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第２四半期連結累計期間（自平成24年４月１日 至平成24年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報　

　 （単位：百万円）

 

報告セグメント
その他
（注）１

合　計
調整額
（注）２

四半期連
結損益計
算書
計上額
（注）３

工作機械
関連

火　器 建　機 建　材
不動産　
賃貸

国内販売
子会社

計

売上高            

外部顧客への

売上高
6,2692,363735 807 1731,08811,43742711,865 － 11,865

セグメント間
の内部売上高
又は振替高

165 1 3 － 6 163 339 344 683 △683 －

計 6,4342,365738 807 1801,25111,77777112,549△68311,865

セグメント利益

又は損失（△）
380 47 51 △114 143 35 543 4 548 △7 540

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、連結子会社中日運送㈱等を含

んでおります。

２．セグメント利益又は損失（△）の調整額は、セグメント間取引消去△７百万円であります。

３．セグメント利益又は損失（△）は、四半期連結損益計算書の営業利益又は損失と調整を行っております。
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２．報告セグメントの変更等に関する事項

　前連結会計年度より、「その他」に含まれていた「建機」について量的な重要性が増したため報告セグメントと

して記載する方法に変更しております。

　また、工作機械の販売を行っております連結子会社「ホーワマシナリーシンガポール㈱」の売上高及び営業損益

は、従来、「その他」に含めて表示しておりましたが、第１四半期連結会計期間より、「工作機械関連」に含めて表

示する方法に変更いたしました。

　これは、グローバル化の進展に伴い、工作機械の販売を行っております海外連結子会社を工作機械関連セグメント

に含めて収益管理する方法に変更したものであり、セグメント別売上高、営業損益をより的確に表示する為に行っ

たものであります。この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、工作機械関連の当第２四半期連結累計期間の

売上高が796百万円、セグメント利益が31百万円増加しております。また、前第２四半期連結累計期間の売上高が136

百万円増加し、セグメント利益が５百万円増加しております。　

為替補填金については、従来、受取補償金に含めて営業外収益に計上しておりましたが、前第３四半期連結会計期

間より、売上高に含めて計上する方法に変更いたしました。この変更は、為替相場の円高基調が長期間定着し、今後

も当該状況が継続すると見込まれ、為替補填金の金額的重要性が高まったため、営業収益の一部として収益管理す

る方法に変更したものであり、セグメント別営業損益の実態をより的確に表示するために行ったものであります。

この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べ、火器の前第２四半期連結累計期間の売上高、セグメント利益が、

それぞれ91百万円増加しております。　

なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、変更後の報告セグメントの区分に基づき作成したものを

開示しております。

「会計方針の変更等」に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計

期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変

更しております。

なお、この変更による影響は軽微であります。　

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報　

　　該当事項はありません。

  

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第２四半期連結累計期間
（自　平成23年４月１日
至　平成23年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自　平成24年４月１日
至　平成24年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 2円52銭 2円45銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 316 307

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 316 307

普通株式の期中平均株式数（千株） 125,314 125,311

（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年11月13日

豊和工業株式会社

取締役会　御中

栄　監査法人

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 田口　滋　　印

 
代表社員
業務執行社員

 公認会計士 楯　泰治　　印

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている豊和工業株式会社

の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成24年７月１日から平成

24年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成24年４月１日から平成24年９月30日まで）に係る四半期連結財

務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フ

ロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、豊和工業株式会社及び連結子会社の平成24年９月30日現在の財政状態並

びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していない

と信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

※　１. 上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　２. 四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。　

　

EDINET提出書類

豊和工業株式会社(E01515)

四半期報告書

20/20


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営上の重要な契約等
	３財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	（１）株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	（２）新株予約権等の状況
	（３）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	（４）ライツプランの内容
	（５）発行済株式総数、資本金等の推移
	（６）大株主の状況
	（７）議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	（１）四半期連結貸借対照表
	（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第２四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第２四半期連結累計期間

	（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書
	連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更
	会計方針の変更等
	四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

